
日本を代表する大手総合電機メーカーを中心とし、多くの工場や中小企業が集まる茨城県日立市に本社を置くアイ・イー・シー
株式会社。
ソフトウェア開発やハードウェア設計、保守サービスまで幅広い事業を手掛ける同社では、各拠点を結ぶためにテレビ会議デバ
イス「RemoteMeeting BOX」を購入し、Web会議システム「RemoteMeeting」を導入しています。導入の背景にはどのよう
な課題があり、現在どのように「RemoteMeeting BOX」を活用されているのでしょうか。ご担当者様にお話を伺いました。

会議のたびに6拠点間で役職者が移動。移動の時間と費用に課題を感じる

─ 貴社の拠点数についてお聞かせください。

平田さま：茨城県日立市の本社を含め、全国に6拠点を展開しています。
水戸、東京、宇都宮、仙台に営業所を兼ねた事業所があり、茨城県内
に工場が1つあります。

─ 6拠点間のコミュニケーションはどのように行われていたのでしょう
か。

平田さま：業務的なやり取りは電話やメールで済ませていましたが、重
要な会議はできるだけ直接対面で行うようにしていました。四半期に一
度の予算会議や月に一度の業績会議などには、課長以上の役職者が数
時間をかけて移動し、参加していたのです。移動時間が掛かるだけでな
く、交通費や宿泊費、食費などのコストが掛かっていました。

課長以上はおおよそ40名ほどで、会議のたびに日立市の本社に集まっ
ていたのです。会議へ参加する時間は、実質的に1時間ほどなのですが、
移動だけでも時間が掛かってしまうため、業務に支障が出ていました。

そこで重要な会議であっても極力オンラインで済ませることができるよ
う、現場の社員が主導してWeb会議システムの導入を検討し始めたの
です。

会議、研修、社長面談にも活用！離れた各拠点を身近な存在に変えた、
RemoteMeeting BOX活用術に迫る
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導入の決め手は、同様のサービスと比べても低い導入費用とランニングコスト
─ Web会議システムの導入では、どのように比較検討されましたか。

平田さま：まず重視したのは費用面です。大手企業が提供しているWeb
会議システムでは、Web上のシステムと専用の機材で100万円単位の導入
コストが掛かるため、弊社の規模感には合わないと判断しました。

機能面では、大前提として問題なく接続できること、そして操作が簡単である
ことが比較検討の軸です。

─ 導入を決定された決め手をお聞かせください。

平田さま：トライアルを実施した結果、「RemoteMeeting BOX」の操作方法
の方がシンプルで分かりやすかったです。ハードウェアの電源を入れて、リモ
コンのOKボタンを押すだけで立ち上がることには驚きました。

正式な契約後は、各拠点ごとに「RemoteMeeting BOX」と「RemoteMeeting」
のアカウントをセットにして導入を進めることになりました。

会議、研修、社長との面談にも活用！社内で生まれた独自の活用方法とは？

─ 各拠点の担当者には、どのように使い方を説明されたのでしょうか。

平田さま：各拠点のスタッフに使い方をレクチャーしました。ただ、マニュ
アル作成や勉強会までは行っていません。シンプルな操作感でしたの
で、少し説明しただけで理解してもらえましたね。

─ 現在は主にどのようなシーンで活用していますか。

平田さま：予算会議と業績会議をオンラインで実施することから始めま
した。最近では、社内の研修や年末年始の社長あいさつ、拠点によって
はお客様との商談にも活用しているようです。

少し特殊な活用として、入社1, 2年目の社員に対する社長面談にも活用
しています。以前は社長が各拠点に足を運んで一人ひとり実施していた
のですが、コロナ禍もあって現在はオンライン面談に置き換えています。

─ 活用されている機能がありましたらお聞かせください。

平田さま：録画機能をよく活用しています。コロナ禍の影響で、社員が
集まって研修することができなくなったため、研修の様子を動画に残して
動画資料として社内に展開しています。

開発元：RSUPPORT株式会社

https://www.rsupport.com
住　所：〒105-0001 東京都港区虎ノ門1-2-20 第3虎の門電気ビル7階

検  索リモートミーティング

無料トライアルの申請はホームページより受付中

導入前の試算通り、会議コストを大幅に削減！コロナ禍に直面しても混乱せず

─ どのような成果がありましたか。

平田さま：導入以前の課題であった会議のコストを削減することがで
き、概算通りの費用対効果がありました。会議が終わるとすぐ通常業務
に戻れるため、業務効率も上がっていると思います。

また、導入後に新型コロナウイルスの感染拡大が始まり、県境をまたい
での移動ができなくなりましたが、すでにWeb会議システムの体制を
整えていたので大きな混乱はありませんでした。

─ 本製品へのご感想をお聞かせください。

平田さま：経営陣からは「無駄な時間を割かなくても重要な会議ができ
るようになったのは、すごくいい取り組みだ」との言葉をもらっており、
やはりコスト面が評価されています。

「RemoteMeeting BOX」がなければ、コロナ禍でどのように会議をす
ればよいか、途方に暮れていたと思います。今ではPCやスマホのよう
に、業務になくてはならない存在になっていますね。
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